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本
事
業
は
、
平
成
22
年
度
か
ら
令
和

元
年
度
末
ま
で
の
10
年
間
で
、
71
団

体
に
よ
り
83
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
本
事
業
の
成
果

を
ど
の
よ
う
に
認
識
す
る
か
。

　

ま
た
、
見
え
て
き
た
課
題
に
対
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
考
え
か
。

　
　

本
事
業
は
、
元
気
で
明
る
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地
域
や
団

体
の
皆
様
が
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て

一
体
的
か
つ
自
立
的
な
発
展
の
た
め
に
取

り
組
む
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
を

応
援
す
る
制
度
で
す
。
直
近
の
調
査
で

は
、
64
事
業
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ
て
お

り
、
地
域
の
一
体
的
な
発
展
や
地
域
に
お

け
る
暮
ら
し
の
支
え
と
な
り
、
市
民
活
動

の
活
発
化
や
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
確
保

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
で
、
高
齢
化
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー
的

人
材
や
担
い
手
不
足
の
ほ
か
、
補
助
終
了

後
の
資
金
不
足
な
ど
で
休
止
や
廃
止
と

な
っ
た
事
業
も
あ
り
、
近
年
の
新
規
申
請

は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
災
害

や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
、
そ
の

他
の
補
助
制
度
の
広
が
り
に
よ
る
影
響
な

の
か
は
、
今
後
推
移
を
見
守
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
制
度
の
見

直
し
や
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
な

が
ら
、
引
き
続
き
地
域
の
発
展
に
向
け
た

持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　
　

セ
ン
タ
ー
は
、
誰
を
対
象
に
、
ど
こ

で
、
ど
の
よ
う
な
人
員
体
制
で
、
ど

の
よ
う
な
事
業
を
行
う
の
か
。

　

母
子
保
健
、
子
育
て
支
援
は
、
様
々
な

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
と

の
関
係
性
や
セ
ン
タ
ー
の
位
置
づ
け
に
つ

い
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
民
間
団
体
と
の

連
携
も
必
要
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し

て
い
く
の
か
。

　
　

対
象
は
主
に
妊
産
婦
や
乳
幼
児
と
な

る
母
子
保
健
型
と
し
て
、
保
健
セ
ン

タ
ー
内
に
開
設
の
準
備
を
し
て
お
り
、
実

施
中
の
事
業
を
切
れ
目
な
く
提
供
す
る
た

め
の
包
括
的
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
う
セ

ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ
け
し
、
保
健
セ
ン

タ
ー
の
職
員
（
保
健
師
１
人
を
専
任
、
14

人
を
兼
任
、
非
常
勤
の
助
産
師
１
人
）
で

対
応
す
る
予
定
で
す
。

　

新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
市
内
の
産

婦
人
科
の
協
力
を
得
て
、
日
帰
り
型
、
宿

泊
型
の
産
後
ケ
ア
事
業
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
現
在
行
っ
て
い
る
産
前
産
後

サ
ポ
ー
ト
事
業
に
加
え
、
妊
産
婦
相
談
を

実
施
す
る
ほ
か
、
子
育
て
支
援
ヘ
ル
パ
ー

の
派
遣
事
業
や
妊
産
婦
、
乳
幼
児
へ
の
声

か
け
な
ど
を
実
施
に
向
け
て
検
討
中
で
す
。

　

民
間
団
体
と
の
連
携
と
し
て
、
産
後
ケ

ア
を
依
頼
す
る
産
婦
人
科
や
子
育
て
支
援

ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
委
託
す
る
団
体
の
ほ

か
、
今
後
事
業
を
進
め
て
い
く
中
で
必
要

と
さ
れ
る
医
療
機
関
、
社
会
福
祉
団
体
等

と
図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　
　

国
は
学
校
運
営
協
議
会
を
設
置
し
た

公
立
小
・
中
学
校
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
化
を
努
力
義
務
と
し
て

お
り
、
本
市
で
も
令
和
５
年
に
向
け
て
全

小
・
中
学
校
を
随
時
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
化
さ
れ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

学
校
、
地
域
、
そ
し
て
子
ど
も
た
ち
が
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
る
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
導
入

に
よ
り
、
学
校
に
は
「
①
地
域
人
材

を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
充
実
、
②
多
様

な
人
々
と
の
触
れ
合
い
に
よ
る
視
野
の
広

が
り
、
③
地
域
や
家
庭
か
ら
の
信
頼
を
得

た
協
働
で
の
取
り
組
み
の
活
発
化
」、保
護

者
に
は
「
①
学
校
や
地
域
に
対
す
る
理
解

の
深
ま
り
、
②
地
域
の
中
で
子
ど
も
た
ち

が
育
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
安
心
感
」、地

域
に
は
「
①
学
校
を
中
心
と
し
た
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
、
②
経
験
を
生
か
す

こ
と
に
よ
る
生
き
が
い
づ
く
り
や
自
己
有

用
感
の
獲
得
、
③
地
域
の
防
犯
・
防
災
体

制
等
の
構
築
」、子
ど
も
た
ち
に
は
「
①
安

心
感
、
自
己
肯
定
感
、
自
己
有
用
感
の
高

揚
、
②
学
び
や
体
験
活
動
の
充
実
、
③
社

会
性
の
育
成
」
な
ど
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

が
ん
ば
る
ひ
と
応
援
事
業
に
つ
い
て

問答

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
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答

教
育
行
政
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つ
い
て
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一
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一
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①
が
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応
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事
業

②
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育
て
世
代
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括
支
援
セ
ン

タ
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③
教
育
行
政
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田
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